
はつらつと競技楽しむ
５町の高齢者集い大会

　第39回岩手紫波地区老人スポーツ大会（同地区老人ク
ラブ連合会主催）が８月３日、総合運動公園で開催され、
岩手町、雫石町、紫波町、矢巾町、葛巻町の５町から選手
や応援団、役員など約400人が参加しました。
　本町からは６月の町長寿スポーツ大会で好成績を収めた
選手が出場。しらかば（遠藤玲子代表、会員30人）や民生
児童委員などボランティアスタッフが運営を補助しました。
　選手らは個人競技と団体競技の７種目で奮闘し、交流を
深めながら、はつらつとスポーツを楽しみました。競技の
結果、紫波町が優勝し６連覇を達成。２位以下の順位は次
のとおりです。②岩手町　③矢巾町　④雫石町　⑤葛巻町
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各町の応援団から盛んな声援が送られた「長寿リレ
ー」。400 メートルのコースを８人でバトンをつなぎ
ました

ドライバーに冷たい牛乳とチラシを手渡し、交通安
全を呼び掛けた小田防犯少年隊と町交通安全母の会
のメンバーら

眠気解消の冷たい牛乳
交通安全めざまし作戦

　町交通安全対策協議会（会長・鈴木重男町長）は８月
12日、夏の交通事故防止県民運動の一環として「交通事
故防止めざまし作戦」を、道の駅くずまき高原駐車場で行
いました。
　この日は、町交通安全協会や町交通安全母の会、岩手警
察署、町交通指導隊、小田防犯少年隊のメンバーら約30
人が参加。道の駅に立ち寄ったドライバーに冷たい牛乳や
チラシを配り、安全運転を呼び掛けました。
　同少年隊の田澤寿

す

珠
ず

さん（葛巻小６年）は「しっかり呼
び掛けることができたし、牛乳は喜んでもらえた。自分も
交通安全に気を付けます」と充実した表情を見せました。

たっぷり飲んで活性化
ワイン＆ビールまつり

　まちなか活性化協議会（吉澤信光会長）主催の「くずま
きワイン＆生ビールまつり」は７月30日、ＪＲバス葛巻
駅構内で開催され、町内外から来場した約1,200人がくず
まきワインと生ビールを思う存分満喫しました。
　会場には町内の飲食店をはじめ、大槌町商工会、北緯
40度物産コーナーなどの屋台がずらりと立ち並び、ステー
ジでは「葦名バンド」「音楽館」「T

ト ミ ー ズ

ommy's C
ク ラ ブ

lub B
バ ン ド

and」
のライブが行われたほか、「k

カ ナ ロ ア

analoa h
フ ラ

ula 葛巻教室」が
華麗なフラダンスを披露し会場を盛り上げました。
　この日消費されたビールは462㍑。ワインも51㍑が消
費され、参加者は真夏の熱い一日を楽しみました。

みどりの文化賞を受賞
約100人が盛大に祝う

　第26回みどりの文化賞受賞記念祝賀会は８月11日、グ
リーンテージで開催され、町内外の林業関係者など約100
人が参加し、同賞の受賞を盛大に祝いました。
　鈴木重男町長は「未利用資源や低利用資源など価値のな
いものを活用の仕方を変え、宝物に変えながらのまちづく
りであった。町民の皆さまのご尽力に深く感謝し、受賞を
契機に一層、山村のモデルとなる町を目指し、協創のまち
づくりを推進していきたい」とあいさつしました。
　祝賀会前には「日本ワインと地域の発展」と題し、内閣
府の刀
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内閣官房審議官が講演。「くずまきワインは全
国一番になれる。ますます良いものを」と期待を込めました。

▲ゴムボートに乗り勢い良くスタ
ートする参加者㊤　

▼

第１位の久
木翼さん㊧と向川原煌君

牛とのふれあい楽しむ
リーディングスクール

　田野自治会（馬渕和彦会長）主催の第27回馬淵川清流
川下りは８月16日、43艇約90人が参加して行われました。
　親子や夫婦、友人同士でチームを組み、ヘルメットと救
命胴衣に身を包んだ参加者らは、勢いよく田野集会所前を
スタート。ゴールの前里地区まで全長約５キロのコースに
悪戦苦闘しながらも、橋の上や道路で待ち構える家族らの
声援に、笑顔で手を振り応えていました。
　51分のタイムで第１位に輝いた名前端出身の久木翼さん
(25歳・滝沢市)とおいの向川原煌

ごう

君（葛巻小５年）は「水
量が少なく浅瀬に苦戦したけど１位になれてうれしい。自
然がきれいで川魚もいっぱい見ました」と笑顔を見せました。

馬淵川の川下りに43艇
約５㌔のコースを満喫

　町乳牛改良同志会（上野勝俊会長）など主催の2016ホ
ルスタインリーディングスクールが８月11日、くずまき
高原牧場体験交流センターで行われました。
　酪農家の子どもや葛巻小３年の親子など約100人が参加。
講師を務めた酪農家の折元大樹さん（35歳・遠矢場）と
酒多利明さん（32歳・大沢）が、牛のリード方法（引き方）
や毛刈りの方法について分かりやすく解説し、実際に子ど
もたちも作業を体験しました。
　最初はおっかなびっくりの子どもたちでしたが、徐々に
牛との距離を縮め、普段なかなかできない貴重な体験に目
を輝かせながら取り組んでいました。

会場いっぱいに元気な声が響き渡った、来場者全員
での「かんぱ～い！」

リーディングを体験しながら乳牛とのふれあいを楽
しむ子どもたち

みどりの文化賞の受賞を祝し、くずまきワインで乾
杯する参加者


